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論文内容の要旨

コンパクトなリイ群G及びその部分群の族2に対し、有向閉多様体上の向きを保つ7-自由なG-作

用の全体より 、有向コポルデイズム環。*上の加群。* (G; 7)が定義される o これに関してR.

E. Stongは、有限p-可換群 (pは奇素数)G及びそのすべての部分群の族れに対して、Q本(G; F ，) 

は偶数次元の基底の上の自由。*ー加群である ことを示した。

本論文においては、 GがS'あるいは (Z，)・ ~Z ，EB" 'EBZ，の場合を論じる。この場合、 Gの任意の部

分群の不動点集合は必ずしも有向とは限らないという困離な状況が生じる。これを克服することが本

論文の本質的部分である。それは不動点集合の法バンドJレを特殊な有向バンドルで置き換えることに

よって克服される。これより次の結果が得られる。

S'の閉部分群で位数がz以下のものの族を九とし、 Fω= Ui ~ I Ji.れ =7∞UI S' Iとする。Fを

(Z ，)'の部分群の族でJIこ属する群の部分群もまたZに属するものとする。このとき、 Q 家 (S';7，) 

⑧R，及ひ・0*(S';7∞)⑧R，は奇数次元の基底の上の自由。*⑧R，加群である。また、Q*(53;人)

⑧R，及びo* ((Z ，)'; 7)⑧R，は偶数次元の基底の上の自由。*⑧R，加群である。ここに、R，=Z[十]。

論文の審査結果の要旨

群Gとその部分群の族gが与えられたとき、各等方部分群がFに属するような有向、閉G-多縁体のつ

くる同境群をの*(G，J)で表わす。 この群が多様体上の群作用の位相的研究で有効であることは、

一般に認められているが、その構造の決定は難しい問題であり、現在のとこ ろ、 Gが有限Pアーベル
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群 (p奇素数)の場合における Stong達の研究があるにすぎなp。

本論文では、 Gが位数2の巡回群の直積Z2 ffi....ffiZ 2の場合および円周群Slの場合について、 0*

(G， :J)の代数的構造を研究しO*(G，:J) ⑧z [Y2Jは0*⑧Z[Y2J上の自由加群で、その生成元は
偶数(奇数)次元をもっ (0*はThomの同境環)といった形の定理が証明される。証明方針はStong

のと同じであるが、今の場合、そこには現われなかった幾何学に面倒な問題が生ずる O それは不動点

集合の法束の向きづけ不可能なことに起因するものであるが、著者は法束を有向束で‘近似'すると

いう新手法を開発することにより、見事にこれを克服している O

以上のように、本論文は0*(G， :J) の構造の研究に新知識を加えたものであり、そこで展開され

た手法と相まって、理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める O
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